
観
客
と
舞
台
が
一
体
と
な
る

八
女
の
ま
つ
り
あ
か
り
の
祭
典

　
福
島
八
幡
宮
境
内
で
、
放
生
会
の

奉
納
行
事
と
し
て
公
演
さ
れ
る
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
女
福

島
の
燈
籠
人
形
」
が
、
９
月
22
日
㈷

の
口
開
け
公
演
を
皮
切
り
に
25
日
㈰

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
境
内

に
は
３
層
２
階
建
て
の
屋
台
が
組
み

建
て
ら
れ
、
こ
の
屋
台
を
舞
台
に
保

存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
人
形
芝
居
が

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
芸
題
は
「
春
景
色
筑
紫
潟

名
島
詣
」。
弁
財
天
を
信
仰
す
る
大

名
一
行
が
筑
前
・
名
島
神
社
を
詣
で
、

春
の
情
景
に
酔
い
し
れ
、
夢
で
弁
財

天
と
金
財
童
子
が
舞
い
遊
ぶ
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
。
公
演
で
は
八
女
福
島

燈
籠
人
形
の
特
徴
で
あ
る
「
送
り
渡

し
（
舞
台
中
の
橋
を
人
形
が
渡
る
と

同
時
に
操
作
手
も
左
右
入
れ
替
わ

る
）」
や
「
素
抜
き
（
衣
裳
の
早
変
わ

り
）」
な
ど
の
妙
技
が
披
露
さ
れ
る
度

に
、
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
千
秋
楽
で

は
戸
が
取
り
外
さ
れ
、
舞
台
と
人
形

遣
い
、
囃
子
方
な
ど
と
観
客
が
一
体

と
な
り
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
八
女
伝
統
工
芸
館
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に

あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

『
提
灯
ま
つ
り
』『
八
女
ん
も
ん
ま
つ

り
』『
あ
か
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
あ

り
ま
し
た
。
期
間
中
台
風
の
影
響
で

雨
交
じ
り
の
お
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
来
場
者
が
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
17
日
夜
、
あ
か
り
絵
コ

ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
は
雨
に
ぬ
れ
な

が
ら
も
自
分
た
ち
が
丹
精
込
め
て
製

作
し
た
あ
か
り
絵
を
ア
ピ
ー
ル
。
子

ど
も
の
部
グ
ラ
ン
プ
リ
に
福
島
保
育

所
と
西
中
学
校
美
術
部
が
、
創
作

の
部
グ
ラ
ン
プ
リ
に
八
女
学
院
高
等

学
校
物
理
部
が
輝
き
ま
し
た
。

千秋楽の公演では、上下の戸が取り外され、舞
台と舞台の作り手、観客が一体となり感動的な
フィナーレを飾りました。

八女伝統工芸館横の藤棚に市内の子どもたちが描いた提
灯が飾られ、多くの家族連れが見学していました。

17日の鮎のつかみ取りでは、たく
さんの子どもたちが鮎をゲット

八女福島仏壇の製作実演に
チャレンジ

あかり絵コンテストでは、雨の中参加者は丹精込めて製
作したあかり絵とともに元気に会場入りしました。

9/22～
9/25

9/17・
9/18

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女
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山
に
囲
ま
れ
た
旧
白
木
小
学
校
を
会
場

に
、
秋
の
収
穫
祭
を
行
い
ま
す
。
運
動
場
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン

ス
な
ど
地
域
の
出
し
物
等
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
団
体
等
に
よ
る
出
店
も
あ
り
ま
す
の

で
、
来
て
見
て
食
べ
て
、
白
木
の
秋
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
6
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
旧
白
木
小
学
校
（
立
花
町
白
木
）

◦
内
容
＝
▽
太
鼓
や
バ
ン
ド
の
演
奏
▽
ダ
ン

ス
▽
地
域
の
出
し
物
▽
展
示
会
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
地
区
地
域
振
興
会

議
事
務
局 

松
尾
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
５
７
７
・
３
４
８
５
）

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
12
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
和
太
鼓
「
童

衆
」
演
奏
／
開
運
・
収
穫
も
ち
ま

き
（
10
時
～
）

◦
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
エ
グ
ゼ
イ
ド

シ
ョ
ー
（
10
時
30
分
～
／
15
時
10

分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
４
年

生
以
下
の
部
］（
11
時
～
12
時
30
分
）

◦
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ルNEW

 
C

HILD
REN'S

（
12
時
30
分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
６
年

生
以
下
の
部
］（
13
時
30
分
～
15
時
）

▽
11
月
13
日
㈰

◦
第
24
回
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権

大
会
（
10
時
～
16
時
）

［
午
前
］
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

［
午
後
］
一
般
の
部

《
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
》

杉
山
39
さ
ん

《
特
別
出
演
》
八
女
学
院
中
学
・
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
ド
リ

ル
演
奏

　
そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し
て
各

種
バ
ザ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
）
☎
５
４
・
２
２
１
９

時間＝10時～

1112㈯・13㈰

第29回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

白
木
の
秋
の
収
穫
祭 

　
場
所
＝
旧
白
木
小
学
校

第
22
回
八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場  

場
所
＝
八
幡
小
学
校

優勝賞金30万円
全日本きんま選手権大会

時間＝１0時～

11 6㈰

収
穫
の
秋
、
味
覚
の
秋
。
八

女
で
は
秋
祭
り
が
あ
ち
こ
ち

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
・

お
友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　「
八
幡
大
好
き
　
み
ん
な
大
好
き

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
ま
つ
り
で
す
。
今
年
で
22
回

目
を
迎
え
ま
す
。
八
幡
の
魅
力
を
味

わ
い
に
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◦
日
時
＝
11
月
5
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
幡
小
学
校

◦
内
容
＝

《
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
》
▽
八
幡
保

育
園
年
長
さ
ん
の
歌
と
お
ど
り
▽
八

幡
小
の
子
ど
も
た
ち
の
「
な
か
よ
し

発
信
☆
や
は
た
」
▽
校
区
の
皆
さ
ん

の
歌
や
お
ど
り
▽
西
短
吹
奏
楽
部
の

演
奏
▽
最
後
は
大
ビ
ン
ゴ
大
会
！

《
ふ
れ
あ
い
市
場
》
煮
玉
子
、だ
ご
汁
、

お
で
ん
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、か
ら
あ
げ
、

コ
ロ
ッ
ケ
、た
こ
焼
き
、ア
イ
ス
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、
わ
た
が
し
、
お
に
ぎ
り

な
ど
、
い
～
っ
ぱ
い
！

《
ふ
れ
あ
い
展
示
》
▽
小
中
学
生
の

作
品
▽
校
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
▽
人

権
パ
ネ
ル

「
八
女
市
の
皆
さ
ん

　
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

時間＝10時～

11 5㈯



広報やめ　2016.10.153

　
今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
お
祭

り
。
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
と
地

元
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
作
る
美

味
し
い
料
理
が
並
び
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
地
区
2
㌔
先
で
、

筑
後
地
域
を
中
心
と
し
た
人
気
店

が
集
ま
る
「
お
く
ぼ
日
和
」
も
同

時
開
催
。
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
お
祭
り
を
つ
な
い

だ
無
料
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
も
運
行

し
ま
す
。

⃝

日
時
＝
11
月
6
日
㈰
10
時
～
15

時
　
※
雨
天
決
行

⃝

会
場
＝
わ
ら
べ
の
里
研
修
セ
ン

タ
ー
（
旧
下
横
山
小
学
校
）

⃝

体
験
＝
石
窯
パ
ン
、
草
木
染
め
、

野
遊
び
、
か
ず
ら
リ
ー
ス
、
昔
の

豆
腐
づ
く
り

⃝

催
し
＝
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
も

ち
つ
き
、
バ
ザ
ー

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ

館（
し
も
や
ま
和
楽
べ
会
）☎
５
４・

２
４
４
２
／
N
５
４
・
２
４
４
３

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
12
日
㈯

★
御
神
幸
（
室
山
熊
野
神
社
）

★
星
野
小
学
校
「
星
野
太
鼓
」

★
星
光
園
児
に
よ
る
踊
り

★
山
村
留
学
生
「
山
留
太
鼓
」

★
星
野
村
文
化
連
盟 

歌
・
踊
り

★
吉
永
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル

★
ミ
ヤ
ギ
マ
モ
ル（
島
唄
三
線
ラ
イ
ブ
）

▽
11
月
13
日
㈰

第
26
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

【
福
岡
県
】
▽
野
武
士
▽
風
浪
勝
運

太
鼓
【
佐
賀
県
】
▽
牛
津
宿
場
華
太

鼓
保
存
会
【
長
崎
県
】
▽
お
お
む
ら

太
鼓
連
く
じ
ら
太
鼓
▽
島
原
お
さ

な
ご
清
流
太
鼓
▽
諫
早
肥
前
太
鼓

【
熊
本
県
】
▽
チ
ー
ム
熊
本
（
ア
ド

バ
ン
ス
）【
大
分
県
】
▽
ゆ
ふ
い
ん

源
流
太
鼓
▽
院
内
龍
神
・
童
龍
太

鼓
【
宮
崎
県
】
▽
橘
太
鼓
響
座
▽
串

間
太
鼓
神
童
【
鹿
児
島
県
】
▽
知

覧
無
双
太
鼓

※
特
別
ゲ
ス
ト
の
出
演
も
予
定
し

て
い
ま
す
。　

          

計
13
団
体

　

そ
の
他
に
も
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た

八
女
伝
統
本
玉
露
を
使
っ
た
玉
露
の

淹
れ
方
講
座
や
お
茶
の
手
揉
み
実

演
、
木
工
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や

お
茶
、
椎
茸
、
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

だ
ご
汁
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
な
ど
村

自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
星
の
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
星
野
支
所
建
設

経
済
課
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

★
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
（
10
時
～
）

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒
木
（
10
時

15
分
～
12
時
・
13
時
～
15
時
30
分

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
太

鼓
な
ど
）

★
も
ち
つ
き
、
あ
め
・
も
ち
ま
き

（
12
時
10
分
～
）

◦
会
場
イ
ベ
ン
ト

★
子
ど
も
相
撲
（
10
時
20
分
～
）

★
東
関
部
屋
来
場
（
11
時
30
分
～
）

★
大
相
撲
ぶ
つ
か
り
稽
古
（
午
後
）

★
や
ま
め
の
つ
か
み
取
り
（
10
時
30

分
～
）
※
３
０
０
匹

★
缶
バ
ッ
ジ
作
り
（
10
時
～
16
時
）

★
物
産
展
（
10
時
～
16
時
）

茶
業
部
に
よ
る
八
女
茶
試
飲
と
販

売
な
ど
も
あ
り
ま
す

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
時
～

16
時
）

★
木
工
体
験
（
10
時
～
）
イ
ス
と

本
立
て
作
り
・
魚
釣
り

★
東
関
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
・
お
で

ん
※
限
定
２
０
０
杯

★
観
光
名
所
あ
て
ク
イ
ズ

★
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
・
消
防
は
し

ご
車
の
展
示

★
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

★
昭
和
の
車
展
示
会

★
木
育
広
場

◦
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

★
紅
葉
ウ
オ
ー
ク　

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
体
育
館
前
　（
９
時
30
分
集

合　

10
時
ス
タ
ー
ト
）

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
黒
木
支

所
産
業
経
済
課
）

☎
４
２
・
１
１
１
５

第31回八女星のまつり
場所＝星のふるさと公園

第
29
回

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

場
所
＝
黒
木
町
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

時間＝10時～

1112㈯・13㈰

時間＝10時～

116㈰

し
も
や
ま
田
舎
ま
つ
り

「
お
く
ぼ
日
和
」
も
同
時
開
催

時間＝10時～

11 6㈰

九州の和太鼓
が勢揃い！！
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◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
旭
座
人
形
芝
居
会
館（
黒
木
町
笠
原
鰐
八
地
区
）

◦
演
目
＝
「
寿

こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
」（
保
存
会
）

「
傾け

い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」
巡じ

ゅ
ん
れ
い
う
た

礼
歌
の
段
（
黒
木
小
人
形
浄
瑠
璃

ク
ラ
ブ
）

「
壺つ

ぼ
さ
か
か
ん
の
ん
れ
い
げ
ん
き

坂
観
音
霊
験
記
」
山
の
段
（
保
存
会
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

旭座人形芝居本公演
旭座人形芝居の由来

明治５年（１８７２）頃、黒木
町笠原鰐八地区に浄瑠璃の名人が相

次いで現れ、祝いの席などでひょうたんやとっくりを
人形に見立て、浄瑠璃に合わせ操ったのが始まりと
されています。昭和３０年に福岡県無形民俗文化財
の指定を受け、旭座人形芝居保存会が結成されまし
た。平成１１年には人形浄瑠璃のための旭座人形芝
居会館が設置され、現在は笠原地区５戸および有志
により人形芝居が継承されています。

また、旧笠原小学校では昭和６１年度から郷土の
文化に学ぶ目的で、保存会から口上や人形の操作方
法を教わり、本公演や笠原まつりで人形浄瑠璃を上
演していました。現在も黒木小学校の「人形浄瑠璃
クラブ」として子どもたちに引き継がれています。

11
３

坂
本
繁
二
郎
資
料
室

常
設
展
示
替
え

　
八
女
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
八
女
市
緒
玉

の
ア
ト
リ
エ
で
作
品
を
描
き
続
け
た
洋
画

家
・
坂
本
繁
二
郎
の
遺
品
を
、『
帰
居
祭
』

に
合
わ
せ
て
展
示
替
え
し
ま
す
。
今
回
は
、

旧
居
（
稲
富
）
で
使
用
さ
れ
た
身
の
ま
わ

り
の
制
作
道
具
や
図
書
資
料
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。

◦
「
坂
本
繁
二
郎
資
料
室
」（
八
女
市
立

図
書
館
２
階
）

◦
開
館
時
間
＝
10
時
～
18
時（
月
曜
休
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４・８
１
６
３
）

11
3

県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財

　
星
野
村
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象

に
黒
木
町
の
よ
か
と
こ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

八
女
で
の
い
ろ
ん
な
セ
ラ
ピ
ー
体
験

や
ラ
ン
チ
で
、
癒
し
の
一
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
者
＝
星
野
エ
リ
ア
に
お
住
ま

い
の
人

⃝

実
施
日
＝
11
月
22
日
㈫

⃝

集
合
場
所
＝
星
野
支
所

⃝

集
合
時
間
＝
8
時
45
分

⃝

内
容
＝
▽
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
▽

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ラ
ン
チ
▽
簡
単
ヨ

ガ
と
美
肌
ク
リ
ー
ム
作
り
（
お
土
産

付
き
）

⃝

参
加
料
＝
３
3
０
０
円（
体
験
料・

昼
食
・
保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
人
員
＝
20
人

⃝

解
散
時
間
＝
16
時
（
予
定
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所

建
設
経
済
課
産
業
観
光
係

（
☎
５
２
・
３
１
１
4
）

※
ツ
ア
ー
内
容
・
参
加
料
は
、
都
合

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
申
込
は
専
用
用
紙
に
よ
る
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
に
て
の
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。

星野村に
お住まいの
皆さんへ

八
女
よ
か
と
こ

め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

～
森
の
癒
し
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

　
　
　
　
　
　
　（
黒
木
エ
リ
ア
）森林セラピーロード

※「
帰
居
」は
坂
本
繁
二
郎
の
雅
号
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
坂
本
繁
二
郎
寿

像
前
）

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
（
献
茶
・
献
吟
・

献
曲
・
献
花
、
小
中
高
校
生
の
作
文

朗
読
、
岩
崎
記
代
子
さ
ん
の
指
揮
に

よ
る
合
唱
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

第
41
回 

帰き

き

ょ居
祭

花かごランチ

参
加
者
募
集
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市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体
力
の

向
上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
学
校
、
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

ほ
か
、友
達
、家
族
な
ど
楽
し
い
メ
ン
バ
ー

で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
各
区
間
タ

イ
ム
計
測
を
行
い
、
参
加
チ
ー
ム
に
は
参

加
賞
・
だ
ご
汁
の
提
供
、
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
18
日
㈰
９
時
30

分
ス
タ
ー
ト
、
立
花
体
育
館
周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
高
生
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

中
高
生
男
子
、一般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

※
オ
ー
プ
ン
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
チ
ー
ム

づ
く
り
は
自
由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

予
備
走
者
や
棄
権
チ
ー
ム
の
走
者

参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
資
格
＝
５
人
以
上
の
走
者
、
監
督
者
、

警
備
ス
タ
ッ
フ
１
人
に
よ
る
チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子・女
子
は
、

八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
の
参
加
チ
ー

ム
に
限
る
。

◦
参
加
料
＝
千
円
（
説
明
会
時
に
納
入
）

◦
申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
公
共
施
設
ま

た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
添
付
の
申
込
書

を
八
女
市
総
合
体
育
館
ま
た
は
八
女
市

立
花
支
所
総
務
課
へ
提
出
（
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
可
）
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
11
月
22
日
㈫
必
着
※
先

着
１
２
０
チ
ー
ム
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
立
花
支
所
総
務
課

内
）
☎
２
３
・
５
１
４
３

大会当日の放送、音響、受付・
競技運営スタッフを募集しま
す。年齢にかかわらず一緒に
イベントを盛り上げていただ
ける人は、11 月 22 日㈫まで
に申し込みください。

八
女
市
駅
伝
大
会
　 

　  

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

第7回

応援旗のデザインコンテスト
を行います。応募チームには
もれなく小旗をプレゼント。

◆ボランティアスタッフ募集

◆チーム応援旗
コンテストを行います！

八
女
市
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持つ

子
ど
も
た
ち
を

育
も
う

八女市教育の日
日時　11月 5 日㈯ 13 時～
会場　おりなす八女ハーモニーホール

（主催　八女市教育委員会）
【小学校】
▽上妻小学校

「八女ふる里学」授業発表
▽川崎小学校

「八女ふる里学」授業発表
【中学校】
▽矢部中学校 2 年　坂井禎宗さん
中学生の主張（弁論）
▽見崎中学校
吹奏楽演奏
▽平和学習事業参加中学生
広島市平和学習発表
▽文化交流事業参加中学生
韓国巨済市文化交流事業発表

文化発表会
（発表順未定）

問い合わせ＝学校教育課（☎ 23・1954）

入
場
無
料

　
身
近
な
自
然
・
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
環
境

に
や
さ
し
い
生
活
を
送
り

ま
せ
ん
か
。
各
種
展
示
ブ
ー

ス
や
エ
コ
な
景
品
が
当
た

る
ク
イ
ズ
な
ど
楽
し
い
企

画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
５
日
㈯

12
時
～
17
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
　

交
流
棟
内
通
路

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環

境
衛
生
協
議
会
事
務
局
（
環

境
課
）
☎
２
３
・
１
４
６
２

八女エコ
キャンペーン
「八女市教育の日」
         との共同イベント

2016

※当日は託児所を設置します。希望の方は
事前に☎ 23・1954までご連絡ください。
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平成28年度市内の100歳の皆さん
久間キセノ（星野村） 藤井キサエ（本町） 川口トミカ（黒土）

山口スミ（立花町） 立石シメヨ（上陽町） 坂本鈴江（吉田）

城ユリオ（黒木町） 平トキノ（立花町） 谷川サツキ（本村）

井手フキヱ（黒木町） 小森武次（矢部村） 田中ヨシヱ（黒木町）

江田　保（矢部村） 隈本フクヱ（吉田） 木下不二子（上陽町）

川島ヤスノ（宮野） 寺垣ナカノ（本村） 原ミドリ（立花町）

井上ミツイ（上陽町） 桑原タツヱ（室岡） 江崎フミヨ（立花町）

※9月1日現在（敬称略）※ご承諾いただいた方のみ掲載しています。

「お化粧は毎日欠かさずしています。子ども
たちに手編みのものをよく作っていました」

いつまでも
お元気で

「若い頃は、伝統本玉露づくりに励んでい
ました。今は相撲観戦が楽しみです」

小森武次さん（矢部村）

隈本フクヱさん（吉田）
「先祖代々長生きの家系です。昔からそろ
ばんが得意で今でもたまに計算をします」

桑原タツヱさん（室岡）

「週３回デイサービスを利用しています。
歌を聞くこと、歌うことが好きです」

「昨年骨折し足腰が不自由ですが、視力・
聴力とも良好です。野菜の煮物が好きです」

原　ミドリさん（立花町）

「魚や野菜中心の食事を心がけています。
好きなテレビ番組を見るのが楽しみです」

川島ヤスノさん（宮野）

川口トミカさん（黒土）

９
月
19
日
㈷
は
敬
老
の
日
。
市
で
は
平
成

28
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
23
人
に

敬
老
祝
金
と
祝
状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の
57

人
と
88
歳
に
な
る
４
３
５
人
に
敬
老
祝
金
を

贈
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
１
０
０
歳
に
な
る
在

宅
の
長
寿
者
6
人
を
三
田
村
市
長
が
訪
問
し

ま
し
た
。

※
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
県
知
事
か
ら
の
祝

状
と
記
念
品
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と

銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

9 月19日は敬老の日

市長がご自宅を訪問し祝状を手渡しました
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施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間11/2
㈬

11/4
㈮

11/7
㈪

11/8
㈫

11/9
㈬

11/10
㈭

11/11
㈮

福島保育所　　※ 福島保育所 　 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
八幡保育園　　※ 八幡保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育園　　※ 三河保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 18:00
みつとも保育園　　 立花支所

市民生活福祉課
○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15

辺春保育園　　 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
黒木保育園

黒木支所
市民生活福祉課

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
本分保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
矢部保育園　 矢部支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
星野保育所星光園　 星野支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
福島幼稚園 福島幼稚園 11月1日㈫ 8:00 ～ 17:00

認定こども園さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈫ 9:00 ～ 12:00

認定こども園白百合幼稚園 白百合幼稚園 11月1日㈫ 14:00 ～ 16:00

認定こども園つくし幼稚園 つくし幼稚園 11月4日㈮ 9:00 ～ 17:30
認定こども園ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月１日㈫ 9:00 ～ 15:00
洋光はうす保育園　※ 洋光はうす保育園 11月4日㈮～ 5日㈯ 9:00 ～ 16:00
あきじ幼児園　※ あきじ幼児園 11月7日㈪～ 8日㈫ 9:00 ～ 17:00
さくらんぼ保育園　※ さくらんぼ保育園 11月１日㈫～２日㈬ 10:00 ～ 18:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
」を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に
、
各
会
場
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
施
設
へ
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
お
よ
び
各
施
設
に
、
ま
た
幼
稚
園
、
認
定

こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所
の
入
園
願
書
等
は
各

施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日
程

で
手
続
き
が
で
き
な
い
保
育
所
を
希
望
の
人
は
、
11
月

１
日
㈫
以
降
に
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の

人
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
所
申
し
込
み
は
面
接
会
場
と
な
る
保
育
所

等
へ
の
入
所
を
先
着
順
等
で
決
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現
況
届
②
勤
務

証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）
③
認
印
④
入
園
願

書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
人
）

⃝

保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係（
☎
２
３・

１
３
５
１
）
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模

保
育
所
は
直
接
、
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
29
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等

の
入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

◇※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　
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運
動
能
力
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
上
手

に
で
き
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き

が
で
き
、
上
手
に
動
け
る
た
め
に
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
急
い
で
階
段
を

駆
け
上
が
る
、
転
ん
だ
と
き
に
と
っ

さ
に
手
を
つ
く
、
飛
ん
で
き
た
も
の

を
上
手
く
避
け
る
等
、
生
活
の
た
め

に
、
ま
た
体
を
守
る
た
め
に
自
然
に

行
っ
て
い
る
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
維

持
し
、
勉
強
や
仕
事
や
社
会
活
動
を

行
っ
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に

も
、
幼
児
期
に
基
本
的
な
動
き
が
身

に
つ
い
て
運
動
能
力
が
育
つ
こ
と
は

大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
現
代
の
生
活
は
便
利
に

な
り
、
今
の
子
ど
も
は
昔
と
比
べ
て

運
動
能
力
が
低
下
し
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
様
々
な
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
の
運
動
能
力
の
発
達
や
動
き

の
経
験
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

ま
ず
は
意
識
的
に
体
を
動
か
す
よ
う

に
変
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
生
活
の
中
で
見
直
せ
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

例
え
ば･･･

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
わ
ず
、
階
段
を
使
う
。

・
掃
除
機
や
モ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

雑
巾
が
け
を
す
る
。

  

雑
巾
絞
り
の
「
ひ
ね
る
」
動
き
は

腕
や
手
首
の
動
き
の
経
験
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、雑
巾
が
け
の「
四
つ
這
い
」

の
動
き
は
、
手
足
だ
け
で
な
く
体
全

体
を
使
い
ま
す
。

　

  

最
近
、
保
育
の
現
場
か
ら
「
話
を

最
後
ま
で
聞
け
な
い
」「
椅
子
に
座
れ

な
い
」「
す
ぐ
に
キ
レ
る
」「
不
器
用
」

な
ど
、
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
生
活
が
便
利
に
な
っ
た

こ
と
で
、
体
だ
け
で
な
く
頭
も
使
わ

な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
遊
び
環
境
も
変
化

し
て
い
ま
す
。
公
園
の
遊
具
は
撤
去

さ
れ
、「
木
登
り
禁
止
」「
ボ
ー
ル
遊

び
禁
止
」
の
看
板
も
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も

た
ち
は
、
体
を
使
っ
た
遊
び
を
行
う

機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

  

思
い
っ
き
り
体
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ

と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
運
動
能
力

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
発
散
す

る
、
達
成
感
を
得
る
、
友
達
が
で
き

る
こ
と
で
「
心
」
を
育
て
、
気
持
ち

が
安
定
す
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
友
達
と
の
遊
び
で
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
、
我
慢
を
す
る
こ
と

な
ど
を
経
験
し
、
人
と
関
わ
る
こ
と

の
楽
し
さ
や
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
学
び
ま
す
。

　
７
月
の
健
康
コ
ラ
ム
で
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
人
の
脳
は
乳
幼
児
期
に
さ

ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
な
が
ら
著
し

く
発
達
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
遊
び

を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
心
も
体

も
元
気
に
育
つ
た
め
の
体
験
を
た
く

さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ね
。

ま
ず
は
公
園
な
ど
広
い
場
所
に
連
れ

て
行
っ
た
り
、
外
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
な
ど
、
限
ら
れ
た
室
内
で
も

親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら

遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

   
次
回
の
健
康
コ
ラ
ム
で
は
、
体
を
使
っ

た
遊
び
に
つい
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

参
考
資
料
：
子
供
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

東
京

都
教
育
委
員
会
「
乳
幼
児
期
の
感
覚
統
合
遊
び
」

11月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥ 健 康 コ ラ ム

乳幼児期の運動能力の
発達と「遊び」の大切さ
９月の健康コラムでは乳幼児期のメディアの影響についてお伝えしました。今回
は、運動能力の発達と「遊び」の大切さについてお伝えしたいと思います。

日
常
生
活
の
中
で
身
体
活
動

を
し
て
い
ま
す
か
？
「
動
き
」

が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

運
動
遊
び（
体
を
使
っ
た
遊
び
）

を
し
て
い
ま
す
か
？

　
市
で
は
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
、
市
の

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
で
も
、

職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で
特
定
健
診
と

同
様
の
検
査
項
目
を
受
診
し
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
を
健
康
推
進
課
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
く
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
平
成
28
年
度
中
に
、
40
歳

～
74
歳
の
八
女
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
あ
っ
て
、
市
の
特
定
健
診
を
受
診

し
て
い
な
い
人
で
、
職
場
や
医
療
機
関
な

ど
で
特
定
健
診
と
同
様
の
検
査
項
目
を

受
診
し
た
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
平
成
28
年
度
の
血

液
等
検
査
・
特
定
健
診
受
診
券(

お
持

ち
の
人
の
み) 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２
、２
３・１
２
０
１
）

〈 特定健診のための血液検査項目 〉
★中性脂肪（ＴＧ）★ＨＤＬコレ
ステロール★ＬＤＬコレステロー
ル ★ GOT(AST) ★ GPT(ALT)                  
★γ-GTP(γ-ＧＴ) ★空腹時血糖

（またはＨｂA1c） その他　尿酸・血
清クレアチニン　検査
血液検査以外の検査項目

（健康相談や健康推進課で検査する
こともできます）☆尿検査（糖・蛋白・
潜血）☆身長☆体重☆腹囲

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め

デ
ー
タ
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

生活環境の変化

運動遊びは心と体を元気にします
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【材料】（4人分）　
◦生サバ＝4切（１切70ｇ）
◦薄力粉＝大さじ３
◦なたね油＝小さじ２
◦梅肉＝14ｇ
◦濃口醤油＝小さじ１・1/2
◦みりん＝小さじ１
◦酒＝小さじ１
◦水＝大さじ２
◦しめじ＝小１パック（80ｇ）
◦玉ねぎ＝1/3個（80ｇ）
◦ピーマン＝小１～２個（80ｇ）
◦なたね油＝小さじ2

（付け合わせ）
レタス、ミニトマト、パプリカ
キュウリ

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろい
ろな相談に応じます。健康手帳をお持ちの
人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝11月1日㈫  14時～15時 ／ 立花総
合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝11月2日㈬ 10時～11時 ／ 上陽支
所
◦日時＝11月7日㈪9時30分～11時 ／ 八女
市保健センター
◦日時＝11月11日㈮ 14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝11月17日㈭ 14時～15時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦日時＝11月18日㈮ 10時～11時 ／ 黒木地
域交流センター「ふじの里」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
11月8日㈫＝10か月児（平成28年1月生）
11月16日㈬＝4か月児（平成28年7月生）
11月22日㈫＝1歳6か月児（平成27年4月生）
11月24日㈭＝3歳児（平成25年10月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～14時30分

♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝11月15日㈫　◦対象＝1歳6か月
児（平成27年3月～ 4月生）／ 3歳児（平
成25年9月～10月生）※対象者には個別に
通知します。事前に連絡いただくとどちら
の会場でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5～6か月児）のお話と調理。
参加する人は事前に健康推進課までお申し
込みください。託児あり（要申込）
♥日時　11月17日㈭ 10時～13時 ※受付9
時30分～10時　♥会場　おりなす八女研
修棟　♥持参品　エプロン、三角巾、手ふ
きタオル、筆記用具　♥材料費　300円　
♥定員　15人

　離乳食中期・後期（7か月児～1歳児ご
ろ）のお話と調理。参加する人は事前に健
康推進課までお申し込みください。託児あ
り（要申込）　♥日時　11月10日㈭ 10時～
12時 ※受付9時30分～10時　♥会場　お
りなす八女研修棟　♥持参品　母子健康
手帳、筆記用具　♥定員　10人

　子育てで心配なことがあったらお気軽に
ご相談ください。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。相談日以
外も、窓口や電話で子育て相談ができます。

◦日時＝11月1日㈫ 10時～11時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦日時＝11月2日㈬ 9時30分～11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝11月4日㈮ 10時～11時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝11月18日㈮ 13時15分～14時30分 
／ やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対象者は小
学校就学前までの方で、成長発達面に不
安のある人です。心配なことがあればお気
軽にご相談ください。※予約制

【八女市保健センター】　
◦11月10日㈭／11月24日㈭ 9時～16時

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦11月15日㈫ 9時～16時
　

　心理士による個別相談です。対象者は市
内在住で、こころに悩みがある人です。お
気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　11月16日㈬　♥時間　13時30分
～15時30分受付　♥会場　おりなす八女
研修棟2階第5研修室　

乳幼児心理相談

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

225Kcal
16.1g
12.7g
10.3g

393mg
15mg
30mg
1.0mg

1.8g
1.3g

1人分あたりの栄養価

焼きサバの梅肉ソテー添え

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① さばは水気をよくふき、小麦粉を薄
くまぶす。
② 梅肉は包丁で細かくたたき刻み、A
と合わせて混ぜる。
③ しめじは石づきを除き、ほぐす。玉
ねぎは薄切り、ピーマンはヘタと種を
除き、1㎝幅に切る。
④ フライパンに小さじ２のなたね油を
熱し、③を炒め、しんなりとなったら
取り出す。
⑤ 同じフライパンに小さじ２のなたね
油を熱して、①を皮目から焼く。焼き
色がついたら裏返して、弱火で3分焼く。
⑥ ②を加え、④を戻し入れて全体を
からめる。
⑦ 器に⑤の焼いたサバと⑥の野菜ソ
テーを盛り付ける。
※好みで、レタスやミニトマト、パプリ
カ、キュウリを彩りよく盛り付ける。

9 月に八女市食生活改善
推進会の研修会で作った
レシピです。

　
20
～
74
歳
の
人
で
、
血
糖
値
が
高
め

と
判
定
さ
れ
た
人
、
糖
尿
病
予
備
軍
、

糖
尿
病
治
療
中
な
ど
、
糖
尿
病
が
気
に

な
る
人
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
市

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病

予
防
に
つ
い
て
の
話
お
よ
び
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
食
べ
方
の
コ
ツ

を
、
予
防
食
を
試
食
し
な
が
ら
実
践
し

ま
す
。

◦
日
程
＝
11
月
4
日
㈮
10
時
～
13
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
9
時
30
分
～

10
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
１
階

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
調
理
材
料
代
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
度
受
け
た

特
定
健
診
結
果
、筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、健
診
結
果
の
見
方
、食
事
に
つ
い
て
、

予
防
食
試
食
、
個
別
相
談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
17
日
㈪
～
10
月

27
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
詳

し
い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

参加者
募　集

Ａ

今回は、八女で採れた薄
力粉とピーマン、矢部村
の梅肉を使いました。
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①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ
れ

て
い
る
範
囲
（
下
図
）

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

1
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤
去

費
、
動
産
移
転
費
、
仮
住
居
費
な
ど

の
費
用
を
１
戸
当
た
り
80
万
2
千
円

を
上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

2
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
（
土
地

の
取
得
を
含
む
）
の
資
金
を
金
融
機

関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子

相
当
額
を
１
戸
当
た
り
４
１
５
万
円

（
建
物
３
１
９
万
円
、
土
地
96
万
円
）

を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
（
借
入

利
率
年
８・５
％
を
限
度
）。

3
補
助
率
＝
国
費
2
分
の
1
、
県
費

4
分
の
１
、
市
費
4
分
の
1

★
補
助
の
手
続
き
に
は
、
県
へ
の
事

前
申
請
や
予
算
計
上
な
ど
期
間
が
必

要
な
た
め
、
事
業
を
検
討
さ
れ
る
際

は
、
下
記
の
窓
口
ま
で
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【補助の手続きおよび相談】
▽防災安全課消防防災係

（☎２３・１７３１）
▽黒木支所総務課

（☎４２・１１１１）
▽上陽支所総務課

（☎５４・２２１１）
▽立花支所総務課

（☎２３・５１４２）
▽矢部支所総務課

（☎４７・３１１１）
▽星野支所総務課

（☎５２・３１１２）

補
助
金

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）
内
に
あ
る
既

存
の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、
安
全
な
土
地
へ
新
築
（
購
入
も
含
む
）
す
る

人
に
、国
、県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う
事
業
で
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域

　
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
出
産
が
近
い
な
ど
の
理
由

で
当
日
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　　
八
女
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
期
日
前
投
票
を
行

う
場
合
に
期
日
前
投
票
所
ま
で
の
往
復
運
賃
を
選
挙
管
理

委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。
八
女
市
全
域
が
対
象
と
な
り
、

期
間
は
10
月
31
日
㈪
か
ら
11
月
４
日
㈮
ま
で
で
す
。（
た

だ
し
11
月
３
日
㈭
は
祝
日
の
た
め
除
く
）

　
利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
登
録
お
よ
び
予
約
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３
・
２
０
０
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
お
早
め
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
八
女
市
役
所
総
務
課
内
　
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

期
日
前
投
票
所

▽
八
女
市
役
所
１
０
３
会
議
室

▽
上
陽
支
所
小
会
議
室

▽
黒
木
支
所
第
５
会
議
室

▽
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

▽
矢
部
公
民
館

▽
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

期
日
前
投
票
期
間

▽
10
月
31
日
㈪
～
11
月
5
日
㈯

　

時
間　

８
時
30
分
～
20
時

◉
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◉
期
日
前
投
票
に
お
け
る
八
女
市
乗
合
タ
ク
シ
ー

『
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
』
の
利
用
に
つ
い
て

11
月
６
日
は
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切

な
機
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
ら
れ
る
人
を
自

分
自
身
の
判
断
で
悔
い
の
な
い
よ
う
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

投票入場券を持参ください。期日前
投票は、お住まいの地域にかかわら
ず、上記６か所どこでも投票できます。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
空
き
家
再
生
・
活

用
モ
デ
ル
事
業
で
、
市
民
団
体
か
ら
提
案
さ

れ
た
事
業
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
八
女
市
で
も
増
え
つ
つ
あ
る

空
き
家
を「
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
」と
捉
え
て
、

ま
ち
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
採
択
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八

女
空
き
家
再
生
ス
イ
ッ
チ
（
高
橋
康
太
郎
代

表
）
が
取
り
組
む
「
旧
八
女
郡
役
所 

再
生
・

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
現
在
に
継
承
さ
れ
て

き
た
八
女
産
業
の
礎
を
築
い
た
舞
台
、
木
造

大
空
間
の
継
承
・
再
生
～
」
で
す
。

　
提
案
内
容
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
旧

八
女
郡
役
所
を
修
理
し
、八
女
へ
の
移
住
者・

来
訪
者
の
受
け
皿
、
玄
関
口
と
し
て
の
役
割

を
持
た
せ
る
ほ
か
、
蚤
の
市
や
コ
ン
サ
ー
ト

等
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
活
用
し
、
ま
た
、

物
販
店
や
飲
食
店
の
テ
ナ
ン
ト
営
業
等
に

よ
り
居
心
地
よ
い
空
間
を
つ
く
る
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
た
め
の
建
物
（
空
き
家
）
の
内

部
の
改
修
費
用
を
市
が
補

助（
５
０
０
万
円
を
予
定
）

し
ま
す
。
改
修
工
事
は
今

年
度
中
に
終
了
し
、
同
団

体
は
平
成
29
年
度
に
施
設

運
営
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝ 

地
域
振

興
課 

地
域
づ
く
り
推
進

係
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

平
成
28
年
度 

空
き
家
再
生
・

活
用
モ
デ
ル
事
業
１
件
を
採
択
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文
化
勲
章
受
章
者
で
八
女
市
ゆ
か
り
の
文
芸
評

論
家
・
山
本
健
吉
（
本
名
石
橋
貞
吉
１
９
０
７
―

１
９
８
８
）
の
最
初
の
妻
で
俳
人
の
石
橋
秀
野
の
70

回
忌
追
善
法
要
と
偲
ぶ
会
（
健
吉
祭
実
行
委
員
会

主
催
）
が
９
月
26
日
㈪
、
石
橋
氏
累
代
の
墓
が
あ
る

無
量
寿
院
（
本
町
）
で
あ
り
ま
し
た
。
法
要
に
は
長

女
の
石
橋
安
見
さ
ん
、
山
本
健
吉
と
親
交
の
深
か
っ

た
歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
、
文
化
関
係
者
ら
約
30

人
が
参
列
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
才
能
あ
ふ
れ
る

俳
人
を
偲
び
ま
し
た
。

　
健
吉
の
父
で
明
治
時
代
に
文
芸
評
論
の
草
分
け

と
し
て
知
ら
れ
る
石
橋
忍
月
（
１
８
６
５
―
１
９
２

６
）
は
黒
木
町
湯
辺
田
の
出
身
で
、
忍
月
や
健
吉
・

秀
野
ら
が
眠
る
石
橋
氏
累
代
の
墓
は
、
地
元
の
文
化

関
係
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
旧
木
下
家

住
宅
堺
屋
（
本
町
）
に
は
健
吉
・
秀
野
の
夫
婦
句

碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
さ
だ
さ
ん
は
法
要
に
先
立

ち
こ
の
句
碑

も
見
学
し
ま

し
た
。

　
安
見
さ

ん
は
「
祖
父

忍
月
や
父
健

吉
を
八
女
の

方
々
が
大
切

に
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

50
年
も
の
間
封
印
さ
れ
て
き
た
母
秀
野
の
句
が
、
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
主
催
し
た
健
吉
祭
実
行
委
員
会

で
は
、「
受
け
継
が
れ
て
開
花
し
た
秀
野
の
文
才
が
、

時
代
を
超
え
て
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
改
め
て
そ

の
広
が
り
と
ご
縁
を
大
切
に
、
八
女
か
ら
文
化
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　俳人。父・藪楢太郎、母・由栄の四女
として奈良県山辺郡二階堂村（現・天理市）
に生まれました。奈良県師範学校附属小
学校を卒業後、家族とともに上京。
　文化学院中学部に入学。学監・与謝野
晶子に短歌を、高浜虚子に俳句を学びま
した。昭和４年慶應義塾大学生石橋貞吉

（山本健吉）と学生結婚。家庭の事情によ
り同学院本科を自主退学。昭和 13 年頃か
ら本格的な句作に精進。その後俳誌『鶴』
を代表する女流俳人として活躍します。
　昭和 17 年長女安見誕生。昭和 20 年夫
の島根新聞社勤務に伴い、松江に移住。
翌 21 年夫が京都日日新聞社論説委員と
なったため京都に転居。その後肺結核と
腎臓病を病み、昭和 22 年９月 26 日国立
宇陀野療養所にて逝去。38 歳。
　没後、昭和 23 年第１回川端茅舎賞（現・
現代俳句協会賞）を受賞。翌 24 年、夫健
吉により句文集『櫻濃く』発刊。平成 22
年長女安見（山本安見子）により『石橋秀
野の 100 句を読む』が上梓されました。

石
い し

橋
ば し

 秀
ひ で

野
の

明治 42 年（1909）～昭和 22 年（1947）

俳
人
・
石
橋
秀
野
を
偲
ぶ

焼香するさだまさしさん

あいさつをする安見さん

山本健吉・石橋秀野 
　　夫

め お と
婦句碑

山本健吉資
料室

「
こ
ぶ
し
咲さ

く  

昨き
の
う日
の
今き

ょ
う日
と  

な
り
し
か
な
」　
　
　
健
吉

「
蝉せ

み
し
ぐ
れ

時
雨  

児こ

は
擔た

ん
そ
う
し
ゃ

送
車
に 

追お

ひ
つ
け
ず
」　
　
　
秀
野

　

平
成
11
年
５
月
７
日
健
吉
の
祥

月
命
日
に
除
幕
（「
山
本
健
吉
・
石

橋
秀
野
句
碑
建
設
委
員
会
」
会
長
・

今
里
允
昭
）
さ
れ
ま
し
た
。
碑
文

は
と
も
に
二
人
の
絶
句
で
代
表
作
。

秀
野
の
句
は
直
筆
、
健
吉
の
句
も

原
稿
等
か
ら
一
字
ず
つ
選
び
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

山
本
健
吉
と
石
橋
秀
野
の
遺
作

品
等
を
展
示
す
る
「
山
本
健
吉
資

料
室
」
が
平
成
26
年
10
月
、
八
女

市
立
図
書
館
の
２
階
に
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。
石
橋
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
貴
重
な
写
真
や
直
筆
の
原
稿
、

愛
用
品
な
ど
を
展
示
。
夫
妻
が
と

も
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
室
は
全

国
で
も
こ
こ
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
訪
れ

て
く
だ
さ
い
。

旧木下
家住宅
「堺屋」

八女市立
図書館
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ　

八
女
地
域
で
は
、
市
内
の
中
学

生
・
高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
学
び
あ
う
八
女
ユ
ー
ス
・
リ
ー

ダ
ー
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
８

月
27
日
㈯
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
で

24
時
間
テ
レ
ビ
の
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
16
人
の
講
座

生
は
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
今
回
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
募
金
９
万
８
８
７
６
円
は
、

福
岡
銀
行
を
通
じ
て
24
時
間
テ
レ

ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
送
金
し
ま
し

た
。
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

24
時
間
テ
レ
ビ
の
募
金

活
動
を
し
ま
し
た

歌
人 

菊
池
剣
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
冬
山
忌

　
黒
木
町
ゆ
か
り
の
歌
人 

菊
池
剣
（
本

名
・
松
尾
謙
三
）
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
冬

山
忌
が
９
月
25
日
㈰
、
築
山
公
園
入
口

に
あ
る
歌
碑
の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
菊

池
は
や
ま
な
み
短
歌
会
の
創
始
者
。
黒

木
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
歌
碑
に
は
黒

木
の
町
並
み
を
詠
ん
だ
「
冬
山
に
さ
へ

ぎ
ら
れ
た
る
朝
日
影

　
い
ま
街
並
み
の

一
角
に
さ
す
」
と
い
う
歌
が
刻
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
式
典
に
は
遺
族
や
や
ま
な
み

短
歌
会
な
ど
市
内
外
か
ら
多
数
が
出
席
、

歌
碑
に
花
、
茶
、
酒
な
ど
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
歌
碑
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
冬
山

の
歌
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
八
女
市
星
野
村
鹿
里
地
区
で
９
月

17
日
㈯
・
18
日
㈰
・
19
日
㈷
・
22
日
㈷
、

「
鹿
里
彼
岸
花
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
し

た
。
22
日
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
Ｆ
Ｍ
八
女
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
歌
の
披
露
や
紙

芝
居
な
ど
が
行
わ
れ
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
餅
つ

き
を
は
じ
め
、
地
元
の
農
産
物
や
棚
田

で
獲
れ
た
新
米
、
だ
ご
汁
の
販
売
も
行

い
、
悪
天
候
に
よ
り
足
元
の
悪
い
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
見
物
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
棚
田
の
あ
ぜ
道
を
の

ん
び
り
と
散
策
し
な
が
ら
彼
岸
花
を
楽

し
む
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
風
流
・
は
ん
や
舞
」
が
９
月
18
日

㈰
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
よ
か
ぜ
で
あ
り
ま
し
た
。「
は
ん

や
舞
」
は
麻
生
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
芸
能
で
当
日
あ
い
に
く
の
雨
に

よ
り
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
勢
の
見
物
客
が
約
８
０

０
年
続
く
伝
統
行
事
を
見
守
り
ま

し
た
。「
は
ん
や
舞
」
の
奉
納
起
源

は
、
貞
応
元
年
（
１
２
２
２
）、
猫

尾
城
主
の
黒
木
氏
が
国
家
安
全
と

風
雨
無
難
を
祈
り
舞
楽
と
神
事
を

し
た
の
が
最
古
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
厳
し
い
倹

約
令
に
よ
り
途
切
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
復
活
し
、
現
在
も
地

域
の
皆
さ
ん
が
練
習
を
重
ね
伝
統

を
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

星
野
村
の
４
地
区
（
中
通
り
、
上

郷
、下
郷
、横
廻
り
）
ご
と
に
「
風

流
・
は
ん
や
舞
」
が
披
露
さ
れ
、

見
物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
岸
花
と
地
元
の
お
も
て

な
し

８
０
０
年
の
伝
統
の
舞
、
奉
納
さ
れ
る

歌碑にお酒が捧げられました

ご協力ありがとうございました

地元の皆さんによるバザーも盛況でした
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　長年にわたり市監査委員として
の職務に励み、監査委員制度の発
展に寄与してきた倉員恒雄監査委
員が、全国都市監査委員会から表
彰されました。福岡県からは倉員
監査委員を含めて、２人の方が表
彰されました。監査委員の職務は、
市の行政が最小の経費で最大の効
果を発揮しているかという合理性や
効率性および適法性をチェックする
ことです。倉員監査委員は平成 20
年７月に就任し、今年で９年目にな
られます。市長から表彰状を手渡
された倉員監査委員は「八女市の
発展のためにこれからも尽力した
い」と話されました。

全国都市監査委員会表彰

空手で全国大会出場

第
35
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
の

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　
辺
春
３
区
中
辺
春
区
で
は
、
㈶

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助

成
金
）
の
助
成
を
受
け
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
購
入
さ

れ
た
備
品
は
、
住
民
の
交
流
促
進

や
地
域
活
動
の
健
全
な
発
展
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
整
備
さ
れ
た
備
品
】

▽
会
議
用
イ
ス
30
脚
▽
会
議
用

テ
ー
ブ
ル
10
台
▽
和
机
24
台
▽
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
１
台
▽
両
開
き
保

管
庫
１
台
▽
木
製
和
座
チ
ェ
ア
ー

10
脚
▽
エ
ア
コ
ン
４
台
▽
掃
除
機
１

台
▽
冷
蔵
庫
１
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

　「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の
建
立
を
記

念
し
た
句
会
「
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
」
が
９
月
18

日
㈰
岩
戸
山
古
墳
周
辺
を
吟
行
し
、
岩
戸
山
歴
史
文

化
交
流
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
入
選
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

吉
泉
守
峰 

選

【
特
選
】

平
成
の
高
殿
な
り
て
秋
の
吟
　
松
崎
伸
子

人
形
原
露
曼
荼
羅
と
言
ふ
べ
か
り
　
堤
多
鶴
子

【
佳
作
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
ぐ
る
み
弥
生
住
居
の
庭
模
様
　
穴
見
ミ
キ
エ

古
墳
よ
り
俯ふ

瞰か
ん

す
る
街 

秋
霞
　
中
川
原
篤
子

石
人
の
秘
め
し
誇
り
や
彼
岸
花
　
松
崎
伸
子

戦
無
き
現
世
の
秋 

王
眠
る
　
中
川
原
篤
子

オ
ル
レ
コ
ー
ス
こ
こ
は
弥
生
の
花
野
な
る
　
堤
多
鶴
子

　
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
で
９

月
25
日
㈰
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ

く
り
都
市
宣
言
記
念
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
選

出
の
チ
ー
ム
対
抗
で
行
わ
れ
、
１

０
３
チ
ー
ム
７
７
２
人
が
参
加
し
、

秋
晴
れ
の
も
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
団
体
戦
の
競
技
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
Ａ
パ
ー
ト
】
①
酒
井
田
ク
ラ
ブ
Ａ

②
下
津
江
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
Ａ
③
豊
福

ク
ラ
ブ
【
Ｂ
パ
ー
ト
】
①
宅
間
田

Ａ
チ
ー
ム
②
吉
田
Ａ
③
忠
見
北
ク

ラ
ブ
【
Ｃ
パ
ー
ト
】
①
矢
部
Ａ
②

田
本
Ｃ
③
オ
ー
ル
馬
場

【
Ｄ
パ
ー
ト
】
①
上
北
本
分
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
②
吉
田
Ｃ
③

本
田
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
11
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
第
10
回
Ｊ

Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
児
童
２
人
が
９
月
20
日
㈫
、
三
田

村
市
長
を
訪
ね
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
同
大

会
の
小
学
１
年
生
男
子
の
部
に
荒
田
陽
向
さ
ん

（
岡
山
小
）、
小
学
4
年
生
男
子
の
部
に
水
本
龍

人
さ
ん
（
長
峰
小
、
と
も
に
圏
彗
會
所
属
）
が

出
場
し
ま
す
。
三
田
村
市
長
は
、「
全
国
大
会

出
場
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
大
会
で
は
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
欲
し
い
」と
激
励
し
、水
本
さ
ん
は
、

「
今
年
は
日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

大
会
に
向
け
て
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
対
抗
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

荒田陽向さん（左）と水本龍人さん

始球式の様子

コミュニティ助成事業で整備されたエアコン
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八
女
市
の
３
総
合
型
ク
ラ
ブ
の

合
同
開
催
で
す
。
八
女
市
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
記
念

事
業
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
・
内
容
＝
11
月
12
日
㈯
９

時
受
付
【
午
前
】ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
講
習
会
【
昼
食
】健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

軽
食
販
売
（
食
券
有
）【
午
後
】各
ク

ラ
ブ
の
教
室
発
表

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
福
岡
県
で
は
「
子
育
て
女
性
の

た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
合

同
会
社
説
明
会
in
久
留
米
」
を
開

催
し
ま
す
。
地
元
求
人
企
業
か
ら

の
説
明
や
仕
事
探
し
に
役
立
つ
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈮
10
時
～
14

◦
場
所
＝
陽
だ
ま
り
の
里
（
本
２

５
７
５
―
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
竹
さ
ん

（
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

　「
第
４
回
お
く
ぼ
日
和
」
に
合
わ

せ
て
、
八
女
杉
を
使
っ
た
お
箸
な
ど

木
工
品
の
販
売
や
、カ
ホ
ン
（
楽
器
）

作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
す
。
筑
後
地
域
を
中
心
と
し

た
お
い
し
い
お
店
も
集
合
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
６
日
㈰
10
時
30
分

～
16
時

◦
場
所
＝
み
ん
な
の
館
（
旧
尾
久

保
小
学
校
）
※
２
キ
ロ
先
の
「
し
も

や
ま
田
舎
ま
つ
り
」
会
場
と
の
間

で
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
日
和
実
行

委
員
会
（
☎
０
５
０
・
５
５
８
３
・

０
８
５
６
）

　「
断
捨
離
」
と
は
自
分
と
モ
ノ
の

関
係
を
見
直
す
こ
と
。
や
ま
し
た

ひ
で
こ
公
認
チ
ー
フ
断
捨
離
ト
レ
ー

ナ
ー
檀
葉
子
さ
ん
（
福
岡
断
捨
離

会
代
表
）
を
講
師
に
招
き
開
催
し

ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈮
19
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
黒
木
支
所

大
会
議
室

◦
内
容
＝
断
捨
離
を
始
め
よ
う
！
～

家
は
ス
ッ
キ
リ
、
心
も
ス
ッ
キ
リ
～

◦
資
料
代
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
総
務

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
八
女
市
立
図
書
館
で
は
、
秋
の

読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
10
月
27
日

㈭
～
11
月
13
日
㈰
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

【
全
館
】
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
＝
過
去
の
汚
破
損
資
料
の
展
示
、

読
書
週
間
し
お
り
の
配
布
等

【
本
館
の
み
】
①
『
○
○
の
秋
み
～

つ
け
た
！
』
＝
秋
に
読
み
た
い
本
を

展
示
、
図
書
館
員
お
す
す
め
の
秋

関
連
本
（
１
冊
）
が
入
っ
て
い
る
お

楽
し
み
袋
の
貸
出
。
貸
出
は
１
人

１
袋
ま
で
。
限
定
80
袋
。（
大
人
向

き
、
子
ど
も
向
き
各
40
袋
）

②
木
に
な
る
?!
「
気
に
な
る
本
」

＝
利
用
者
か
ら
募
集
し
た
お
気
に

入
り
の
本
の
好
き
な
一
文
や
セ
リ
フ

を
本
と
一
緒
に
展
示
・
貸
出
。

※
詳
細
は
八
女
市
立
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
本
館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　
手
話
、
太
鼓
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
合

唱
団
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
、
バ
ル
ー
ン

リ
リ
ー
ス
を
予
定
。
模
擬
店
や
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈯
11
時
～
16
時

八
女
軽
ト
ラ
市

秋
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

ほ
の
ぼ
の
フ
ェ
ス
タ

お
知

ら
せ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
ま
つ
り

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り
講

演
会「
断
捨
離
を
始
め
よ
う
！
」

　国指定伝統的工芸品八女福島仏壇
の展示会です。歴史に裏打ちされた
匠の技による八女福島仏壇。厳選さ
れた各社自慢の作品が勢揃いします。
会期中、仏壇相談コーナーや各種イ
ベントも行います。入場無料
⃝日時＝10 月22日㈯～ 30日㈰９時
～ 17 時（最終日16 時まで）
※10 月24日㈪休館
⃝会場＝八女伝統工芸館特設会場
⃝問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）

　各家庭で役目を終えた仏壇、仏具
を供養・処分します。なお、原則持
ち込みで、事前申し込みが必要です。
⃝日時＝10 月27日㈭ 10 時～
⃝場所＝八女伝統工芸館敷地内八女
福島仏壇記念碑前
※雨天時八女伝統工芸館講義室
⃝供養料＝①仏壇１万円から②仏具・
小物３千円から
⃝問い合わせ＝八女福島仏壇仏具協
同組合（☎２４・３９４１）

匠
の
技
の
祭
典

「
八
女
福
島

仏
壇
フ
ェ
ア
」

仏壇供養祭

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

山
で
八
女
を
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　11 月 4 日㈮、全国瞬時警報システ
ム（J アラート※）を用いた緊急地震
速報の訓練が全国各地域で実施され
ます。八女市ではこの訓練実施のた
め、午前 10 時ごろ、防災ラジオの自
動起動により大音量で「緊急地震速報。
大
お お じ し ん

地震です。大
お お じ し ん

地震です。これは訓練
放送です」という放送が流れますので
お知らせします。（※）J アラートとは
地震・津波や武力攻撃等の緊急情報を、
国から人工衛星などを通じて瞬時にお
伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防防災係

（☎ 23・1731）

緊急地震速報大地震（おおじしん）です大地震（おおじしん）です
これは訓練放送です

子
育
て
女
性 

合
同
会
社
説
明
会



時
（
13
時
30
分
受
付
終
了
）

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
2
階
く

る
み
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
①
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
働
き
た
い
マ
マ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

１
・
２
・
３
！
」（
※
先
着
50
人
、

事
前
予
約
優
先
）

②
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
～
印
象
の

良
い
表
情
や
メ
イ
ク
と
は
？

③
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会

社
説
明
会
（
約
10
社
出
展
予
定
）

◦
託
児
所
＝
無
料
、定
員
30
人
（
先

着
順
、
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
子

育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
。

社
会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
。
そ

ん
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
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高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

筑
水
会
病
院
院
長 

國
芳
雅
広

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
水
会
病
院

（
☎
２
３
・
５
１
３
１
）

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
の
か
わ

い
ら
し
い
布
の
絵
本
を
一
緒
に
作
り

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。

参
加
条
件
は
２
日
間
と
も
受
講
可

能
な
人
で
す
。
材
料
費
実
費
。
裁

縫
道
具
、
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ

さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈰
、
12
月
11

日
㈰
の
２
日
間
、
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
保

健
相
談
室

◦
定
員
＝
15
人
※
申
込
は
10
月
26

日
㈬
か
ら
図
書
館
全
館
に
て
受
付

す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
企
業
と

の
面
談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
専
門
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
ご
希
望
を
て
い
ね

い
に
お
伺
い
す
る
相
談
ブ
ー
ス
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
・
申

込
不
要
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈮
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
商
工
会
館
５
階
大

ホ
ー
ル
（
久
留
米
市
城
南
町
15
‐
５
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
久
留
米
オ
フ
ィ
ス

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
８
３
５
５
）

　
健
や
か
に
老
い
と
向
き
合
う
第

一
歩
と
し
て
、
認
知
症
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
。

◦
内
容
＝
「
上
手
に
老
い
る
」
～
認

知
症
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
～
／

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
黒
木
分
館
（
☎
４
２・０
４
０
０
）

　
こ
の
大
会
の
収
益
金
は
、
八
女

市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
折
に

激
励
費
と
し
て
助
成
し
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格
は
特
に
な
し
。
申
し
込

み
は
直
接
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
へ
！

◦
日
に
ち
＝
11
月
23
日
㈷

◦
場
所
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◦
費
用
＝
参
加
費
３
０
０
０
円
、

プ
レ
ー
費
１
２
５
０
０
円
（
キ
ャ

デ
ィ
ー
付
、
食
事
代
別
）

◦
表
彰
＝
参
加
賞
、
各
賞
あ
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
申
込
・
組
み
合

わ
せ 

八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部（
☎

５
４
・
３
８
０
０
）

▽
大
会
要
項 

八
女
市
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」体験事業

　八女を代表する豪族「筑紫君磐井」と継
体大王との戦いは、実は国際的な紛争であっ
たのか。アジア史から八女を見てみましょう。
◦期日＝11月27日㈰13時45分～15時15分
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館
◦講師＝西谷正氏（九州大学名誉教授）
◦参加費＝無料
◦定員＝ 200 人（先着）※ 10 月20 日㈭
から電話申込開始

　折り紙でカラフルなコマやつまようじ入
れを作ってみよう
◦期日＝11月6日㈰ 10 時～ 12 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上 30 人
◦参加費＝無料
◦募集期間＝11月5日㈯まで

電話またはファクスにて申し込みください。
各体験・講座とも先着順となります。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交
流館 ( いわいの郷 ) 八女市吉田1562-１
☎ 24・3200 ／N24・3210

【岩戸山歴史文化交流館開館１周年記念講演会】
筑紫君磐井の時代の東アジア

　赤米（古代米）収穫体験（11月13日予定）
に向けて、貫頭衣つくりに挑戦してみよう。
◦期日＝10 月29日㈯ 9 時 30 分～ 12 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上 20 人
◦参加費＝無料
◦募集期間＝10 月28日㈮まで

貫頭衣を着て古代コレクション

折り紙教室

ち
く
す
い
講
演
会
教
室
・
講
座

わ
く
わ
く
♪
布
の
絵
本
講
座

ス
ポ
ー
ツ
振
興

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所
10/28

㈮
10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

多世代交流館
「共生の森」

多世代交流館「友
ゆうゆう

遊くらぶ」

八女市多世代交流館では、高齢者から子ども
までの多世代の皆さんが交流できるくらぶを
開催します。多くの参加をお待ちしいます。

◦申込・問い合わせ＝多世代交流館
「共生の森」（☎２２・２２５７）

くらぶ名 開催日時 定員
①折り紙（折り紙持
参）

毎月第 2・4 火曜日、
13 時～15 時 20人

②編み物（毛糸・カ
ギ針持参）

毎月第1・3 水曜日、
13 時～15 時 10人

③がんばるーん運動 毎月第 2・4水曜日、
10時～11時 30分 20人

④ソフトダーツ 毎週木曜日、13時
30分～15時 30分 ー

⑤グラウンドゴルフ 毎週月～土曜日 ー
⑤野外活動（市民
が楽しく参加できる
イベントを計画）

土曜日（不定期）
広報やめ・FM 放
送で募集

変動

▼開催期間 10 月～３月（後期）
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◦
試
験
日
＝
12
月
３
日
㈯

【
看
護
科
（
夜
間
定
時
制
）】

◦
募
集
人
員
＝
40
人

◦
修
業
年
限
＝
３
年

◦
願
書
受
付
＝
10
月
24
日
㈪
～
11

月
１
日
㈫

◦
試
験
日
＝
11
月
５
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
２
・
７
６
９
８
）

【
社
会
人
入
試
】

◦
資
格
＝
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

９
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◦
願
書
受
付
＝
10
月
14
日
㈮
～
11

月
２
日
㈬

◦
試
験
日
＝
11
月
６
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
、
一
般
教
養
、

面
接

◦
合
格
発
表
＝
11
月
８
日
㈫

【
一
般
入
試
】

◦
資
格
＝
中
卒
以
上
、
年
齢
不
問

◦
願
書
受
付
＝
11
月
29
日
㈫
～
12

月
６
日
㈫

ふらっち広場からのお知らせ

★外出「大牟田イオンモール」
◦日時＝10月22日㈯10時30分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 250 円

★ほのぼのフェスタ（陽だまりの里）
◦日時＝10 月29日㈯ 10 時 30 分ふらっ
ち広場出発～ 15 時終了※参加費無料

★外出「黒木ふるさとまつり」
◦日時＝11月6日㈰ 11時ふらっち広場
出発◦参加費＝100 円

★外出「星のまつり」
◦日時＝ 11 月 12 日㈯ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝100 円

▪各イベントは要予約
▪平日も簡単な工作・手芸等できます
ので、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
13
時

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階
会

議
室

◦
詠
草
＝
一
首
（
未
発
表
作
品
）

◦
選
者
＝
藤
吉
宏
子
先
生
、
樋
口

洋
子
先
生

◦
出
詠
料
＝
１
０
０
０
円

◦
締
切
＝
10
月
20
日
㈭

◦
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
文

化
連
盟
短
歌
部
馬
場
美
智
子
さ
ん

（
〒
８
３
４
―
０
０
４
７
八
女
市
稲

富
４
１
６
）
☎
２
３
・
０
７
３
３

　
日
頃
よ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に
し
ま
せ

ん
か
。
当
日
は
昼
食
に
だ
ん
ご
汁
・

お
に
ぎ
り
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
皆

状
が
あ
る
人
、
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
自
分
の
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
程
＝
月
２
回（
お
お
む
ね
第
２・

４
月
曜
日
）
13
時
30
分
～
15
時

◦
内
容
＝
操
体
法
実
技
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

◦
講
師
＝
鍼
灸
師 

中
山
修
一
さ
ん

◦
会
場
＝
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
が
や
き 

集
団
指
導
室

◦
会
費
＝
1
回
１
０
０
０
円

◦
申
込
＝
操
体
法
の
会
代
表
安
部

さ
ん
（
☎
２
３
・
３
６
６
７
）
※
18

時
以
降

   

　
◦
日
程
＝
1
月
19
日
㈭
～
20
日
㈮

※
追
悼
式
19
日
15
時
～
16
時
予
定

◦
場
所
＝
沖
縄
県
糸
満
市
「
福
岡

の
慰
霊
の
塔
」

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
４
日
㈰
９
時
30
分

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
草
刈
り
・
ご

み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
な
ど

◦
募
集
締
切
＝
11
月
18
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
※
持
っ
て
い
る
人

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。
作
業
し
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

　「
操
体
法
」
は
、
呼
吸
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
、
体
の
ゆ
が
み
を

調
整
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
く

も
の
で
す
。「
肩
こ
り
が
あ
る
」「
腰

が
痛
い
」「
膝
が
痛
い
」
な
ど
の
症

◦
方
式
＝
無
宗
教
献
花
方
式 

◦
募
集
人
員
＝
20
人

◦
申
込
期
限
＝
11
月
25
日
㈮
必
着

◦
参
加
資
格
＝
先
の
大
戦
に
お
け

る
沖
縄
地
域
で
の
本
県
出
身
の
戦

没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の

遺
族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
、
孫
お
よ
び
甥
・
姪
）
で
、

福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
人
。
応

募
多
数
の
場
合
に
は
配
偶
者
、
父

母
、
子
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
を
優
先
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

遺
族
連
合
会(

☎
０
９
２・７
６
１・

０
０
１
２)

、
最
寄
り
の
郡
市
区
遺

族
（
連
合
）
会

【
准
看
護
科
】

◦
募
集
人
員
＝
70
人

◦
修
業
年
限
＝
２
年

◦
願
書
受
付
＝
11
月
21
日
㈪
～
11

月
29
日
㈫

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者
慰

霊
巡
拝
団
員

試　

験

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
高
等

専
修
学
校

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

美 術 展 11/5㈯～11㈮
※11/7㈪休館 八女文化会館

水 墨 展

11/6㈰～11㈮
※11/7㈪休館

おりなす八女交流棟
写 真 展 おりなす八女研修棟
書 道 展 おりなす八女交流棟

短歌・俳
句作品展 おりなす八女交流棟

お 茶 会 11/3㈷
おりなす八女研修棟

華 道 展 11/2㈬・3㈷

芸 能 祭 11/13㈰ おりなす八女ハーモ
ニーホール

謡曲大会 11/20㈰ おりなす八女はちひ
めホール

【展示部門】
写真展・俳句展・
短歌展・クラフト
展・華道展・パッ
チワーク展・書
道展

11/3 ㈷ ～
11/6 ㈰

黒木
体育館

幼稚園・保育園・小
学校児童作品展

11/3 ㈷ ～
11/6 ㈰ ふじの里

芸能大会第 1 部 11/3㈷ 9:30
開演 黒木開発

センター
芸能大会第 2 部 11/5 ㈯ 9:30

開演

お茶会 11/3㈷10:00
～15:00頃 ふじの里

八女総合文化祭

くろぎ文化祭

問文化振興課（24・8163）

問学びの館（42・1982）

八
女
文
化
連
盟
総
合
文
化
祭

短
歌
会
作
品

気
持
ち
い
い
は
体
に
い
い 

自
主

グ
ル
ー
プ
『
操
体
法
の
会
』

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者
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公
立
八
女
総
合
病
院
の
膠
原
病

内
科
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
９
月

か
ら
常
勤
医
師
に
て
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
小
児

外
来
の
診
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院
診
療
支
援
課
（
☎
２
３
・
４

１
３
１
）

　
建
設
課
で
は
市
道
を
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
に
、
市
道
に
ま

た
が
っ
て
い
る
橋
梁
の
点
検
調
査
を

行
い
ま
す
。
点
検
調
査
は
近
接
目

視
に
よ
り
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
触
診
や
打
音

等
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
一
部

の
橋
梁
で
は
高
所
作
業
車
や
橋
梁

点
検
車
を
使
用
し
て
点
検
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
点
検
中
は
市
道
の

片
側
交
互
通
行
等
規
制
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
調
査
期
間
・
時
間
＝
10
月
中
旬

～
２
月
中
旬
頃
、
９
時
～
17
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
道
路
河

川
係
（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
か
か
る

労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
労
働
問

題
解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
＝
労
働

委
員
会
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

９
８
０
）

　
原
爆
被
爆
者
二
世
の
人
を
対
象

に
、
県
内
23
医
療
機
関
に
て
無
料

で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
の
地
域
の
実
施
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

◦
実
施
医
療
機
関
＝

①
公
立
八
女
総
合
病
院
（
☎
２
３
・

４
１
３
１
）
／
平
日
（
年
末
年
始

除
く
）
８
時
30
分
～
11
時
受
付
／

予
約
不
要

②
聖
マ
リ
ア
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
０
７
２
２
）

／
月
～
土（
祝・年
末
年
始
を
除
く
）

10
時
30
分
～
／
事
前
予
約
必
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
７
）

　
空
き
家
対
策
の
基
礎
資
料
を
収

集
す
る
た
め
、
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
市
内
全
域
で
空
き
家
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
す
。
市
が
業
務

委
託
し
た
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
の
調
査
員

（
市
の
身
分
証
明
証
を
携
帯
）
が
目

視
で
調
査
し
、
空
き
家
等
の
近
隣

に
お
住
ま
い
の
人
に
状
況
な
ど
を

お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
支
障
が
無
い
範
囲
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　
交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
、

保
険
請
求
手
続
き
、
後
遺
症
認
定

申
請
手
続
き
等
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
関
係
資
料
（
事
故
証
明
書
、

後
遺
障
害
診
断
書
、
加
入
保
険
証

券
、
相
手
方
か
ら
の
手
紙
な
ど
事
故

に
関
す
る
も
の
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館（
久
留
米
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

◦
労
働
者
の
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
労
働
問

題
全
般
の
相
談
・
解
決
の
た
め
の

あ
っ
せ
ん
＝
筑
後
労
働
者
支
援
事

務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０

３
４
）

◦
労
働
者
の
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、

◦
試
験
日
＝
12
月
10
日
㈯

◦
試
験
科
目
＝
国
語・数
学
、作
文・

面
接

◦
合
格
発
表
＝
12
月
12
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

　
境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆
や
建

物
の
新
築
等
に
関
す
る
無
料
相
談

会
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
▽
10
月
26
日
㈬
13
時
～

16
時
▽
11
月
22
日
㈫
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
篠
山
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米

市
城
南
町
22
ー
28
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
５

７
８
０
）

空
き
家
等
の
実
態
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

【
公
立
八
女
総
合
病
院
】

膠
原
病
内
科
、
小
児
外
来
診
療

橋
梁
点
検
調
査

境
界
問
題
無
料
相
談
会

交
通
事
故
無
料
相
談
会

原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

労
働
問
題
の
相
談
窓
口

⃝参加対象および定員＝福岡県内の小学 3
年生～ 6 年生 100 人※先着
⃝内容＝①八女茶○×筆記クイズ）②お茶
の種類当て競技③急須を使用したお茶の淹
れ方競技　※３つの茶レンジを合計し、個
人総得点により茶ンピオンを決定します。
⃝参加料＝1,000 円（参加者全員に「茶レ
ンジャー認定書・急須」をプレゼント）
※ 4 人グループでの参加により団体戦もエ
ントリーできます。
⃝問い合わせ＝県茶業青年団内大会事務局

（ 許
こ の み

斐さん）☎ 090・4987・4343

11月 23 日㈷
（受付 12 時 30 分～、本大会 13 時～）
おりなす八女 はちひめホール

11月12 日㈯
（受付 9時 30分～、10時 30分
スタート、16時解散）※雨天決行

⃝集合場所＝八女市山内　山の井公園　
⃝駐車場＝川崎小学校グラウンド（ゴール地
点からスタート地点までバスが送ります）
⃝参加費＝1,000 円（子ども同額、未就学児
無料）
⃝参加記念品＝八女コース特製オルレクッ
キー、オリジナル缶バッジ、ラムネ、八女茶

（ペットボトル）など
⃝申込方法＝ファクスにて住所・氏名・年齢・
連絡先を記入して11 月 4 日㈮までに申し込
みください。
⃝申込・問い合わせ＝商工観光課

（☎２３・１１９２／N２２・７３１１）

九州オルレ八女コース・
九州オルレフェアー

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
や
め
10
月
１
日
号

５
ペ
ー
ジ
の
中
で
（
農
）
み
ど
り
園
大
渕

田
中
敏
成
さ
ん
は
野
中
敏
成
さ
ん
の
間

違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

in 福岡

目
指せ
茶ン
ピオン

Ｔテ
ィ
ー―

１ワ
ン

グ
ラ
ン
プ
リ

出
場
者
大
募
集
！
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■赤ちゃんRoom・相談Room
◦11/1 ㈫ 13:30 ～ 15:00/ 参加費有・要
予約
■マタニティさん集まれ
 「田中もとこ先生のマタニティヨガ＋食育」
◦11/8 ㈫10:00 ～12:30/ 参加費有、託児有
■4か月さん集まれ（6月生まれ）
◦11/9 ㈬ 10:00 ～ 12:30 ／産後ヨガ＋食
育／飲み物・バスタオル持参／参加費有・
要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦11/15 ㈫13:30 ～15:00/ 参加費有・要予約
■双子ちゃん集まれ
◦11/22 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／要予約

■エンジェルルーム 
「保健師さんのお話・冬の感染症予防」

◦11/9 ㈬ 10:30 ～／要申込
■プレママ＆ベビーサロン 「パン作り」
◦11/18 ㈮10:00 ～ / 講師＝中島智子さん /
要申込・託児有 /参加費 500円 /定員10人
■みんなであそぼう

「親子救命・救急教室＆消防車試乗」
◦11/20 ㈰ 10:30 ～／要申込
■ハッピーバースデー「コカリナの演奏会」
ゆかいな仲間たちの皆さん出演
◦11/22 ㈫ 10:30 ～／要申込

■ともだちっていいな
◦11/9 ㈬ 10:00 ～／北山保育所との交流
活動／今月は「秋とあそうぼう」です。
■GOGO！カ～りる
◦11/10 ㈭ 10:50 ～移動図書館車が来ま
す。図書利用カードをお持ちの人は持参く
ださい。
■すてきな記念日♥
◦11/16 ㈬ 10:30 ～※誕生月者のみ要予約
■わ・わ・ＷＡ！「クリスマス製作」
◦11/22 ㈫ 10:30 ～／限定10 組要予約

■高田先生とおしゃべりカフェ
◦11/11 ㈮ 10:30 ～／要申込
■ママといっしょ

「お芋を使って親子クッキング」
◦11/18 ㈮ 10:30 ～／ 10 組要申込／エプ
ロン・三角巾持参／参加費 500 円
■お誕生会「11 月生まれさん集まれ」
◦11/24 ㈭10:30 ～／誕生月者のみ要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 11/1 ㈫、16 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 11/2 ㈬
▽上陽公民館 11/11 ㈮
▽児童センター 11/9 ㈬
▽勤労青少年ホーム 11/16 ㈬
▽かがやき 11/25 ㈮
▽室岡公民館 11/24 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

11月3日（祝）
いしもと小児科 岩崎 22・7111

角整形外科 黒木町 33・2121

いまやま歯科 広川町 32・7020

11月6日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100

冨田医院 黒木町 42・0173

姫野歯科医院 広川町 32・0155

江崎耳鼻咽喉科医院 筑後市 0942・53・2347

11月13日（日）
富田クリニック 蒲原 24・4810

山口医院 星野村 52・3131

柳迫歯科医院 平田 24・5554

まえだ耳鼻咽喉科 稲富 30・1187

11月20日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853

岡村医院 立花町 23・2770

大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153

みやた眼科医院 広川町 32・6888

11月23日（祝）
井上クリニック 新町 30・2020

中村内科医院 立花町 37・1601

よしいずみ歯科 筑後市 0942・42・3555

長崎眼科クリニック 本村 22・6123

11月27日（日）
江上内科 本町 24・0113

中島医院 黒木町 42・0235

永田歯科医院 筑後市 0942・52・2133

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【11月】3㈷・6㈰・20㈰・23㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】13㈰・27㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

　急な病気やけがのときに、救
急車の利用や最寄りの医療機関
についてアドバイスを受けられま
す（24 時間対応）。
※重症時は迷わず 119 番をお願い
します。
⃝問い合わせ＝福岡県医療指導
課（☎ 092・643・3273）

救急車を呼ぶべきか
迷ったら 
 「 ♯７１１９」
または ☎ 092・471・0099
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おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

（全席自由)                                               
一般 1,500円                                              

友の会 1,000円                                             
小中高生 無料

 チケット発売中

 チケット発売中

11/19(土) ハーモニーホール

ハーモニーホール

一般 1,000円       （全席自由） （当日券1,200円）

１8:30開演

１5:00開演

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/23 ㈰ 日舞  若柳流  宝寿会  
おさらい会 八女文化会館 13:00 無料 日舞  若柳流  

宝寿会（高山）
090・
6634・9012

10/29 ㈯ 熊本地震チャリティーイベント
レモネード(60店舗以上の出店)

八女文化会館
・八女公園 11:00 無料 グループレモネード

（ソルシエール店内） 43・5997

11/3(祝) カリノヴォーチェ  ～音風～
ピアノと歌で綴る癒しのコンサート はちひめ 14:30 （全席自由）前売1,200円

（当日券 1500円）
カリノヴォ－チェ  

（柿添）
090・
3883・1912

11/5 ㈰ 「八女市教育の日」　
小中学生の文化発表会 ハーモニー 13:00 無料 八女市学校教育課 23・1954

11/12 ㈯

おりなすシネマ 秋の上映会  
阿蘇を舞台とした感動の作品
～熊本地震復興応援上映会～
中山節夫監督作品 「原野の子ら」

はちひめ
2 回上映
①10:30~
②15:00~

一般1,200円
おりなす友の会1,000円

（当日各300 円増）
中学生・障がい者700円
小学生以下無料

おりなすシネマ市民
プロジェクト

（事務局）
090・
1080・0988

UGE UGEギターオーケストラ
第45回定期演奏会

田中基行（指揮） 　客演／深町  宏（サックス）
〈曲目〉サウンド・オブ・ミュージック・メドレー

アルハンブラの思い出 ／ Storia  ほか
ハバネラ／ 海の声

当日 17 時 40 分より、おりなす八女１階エントランス・
ホールにて「ウェルカム・コンサート」を行います。

☎22・6337お問合せ:アオキ楽器主催:UGE八女ギター室内合奏団 小林道夫＆赤塚太郎

歌曲共演 メゾ・ソプラノ 愛甲久美

12/11(日)

二人の伴奏家の芸術

青少年のための特別鑑賞企画

小中高生は入場無料 (要入場整理券) 申込12/10(土)迄

◆小学生は保護者（引率者）の同伴が必要です。
  小 学 生 の引率者の入場料は 1,000 円となります。

未来を担う地域の子どもたちが、一流のアーティストの生演奏
に触れることにより、音楽芸術の素晴らしさや、奥深さを肌で
感じ取り、豊かな感性を育てることを目的としています。

◆入場整理券はおりなす八女にて配布します。
◆座席は主催者の指定とさせていただきます。

♬

11/20 (日) ハーモニーホール

この街を歌おう

芹 洋子

（全席指定）  一般 2,500 円                                              
友の会 2,000 円                                             

ふれあいコンサート

〈曲 目〉
四季の歌、坊がつる讃歌
いい日旅立ち、赤とんぼ
ふるさと ほか

〈ジョイント出演〉
八女女声合唱団マーミングコール
男声合唱団八女グリーンクラブ

１5:00開演

チケット好評発売中

 チケット発売中
11/26 (土) ハーモニーホール

800 円                                              （全席自由) 
１8:00開演

ぼくらのエコー 合唱組曲「駿河のうた」
宮沢章二 作詩
湯山 昭   作曲

（客演ピアニスト 平 洋子）

結－ゆい－
星の生まれる夜

ほか

ほか
上を向いて歩こう
世界にひとつだけの花

さよならの向こう側

☎090・7454・0892主催・お問合せ:同合唱団(事務局)

10月・11月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/



　
数
多
く
の
阿
蘇
山
を
描
い
た
田
崎
廣
助

画
伯
で
す
が
、
雄
大
で
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
と

は
少
し
違
っ
た
印
象
を
受
け
る
一つ
の
作
品

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
妻
へ
贈
っ
た
『
阿

蘇
山
』
の
絵
で
す
。

　
画
家
に
な
る
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
八
女
を
後
に
し
た
画
伯
は
、
上
京
し
て

３
年
後
の
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
関

東
大
震
災
で
被
災
し
、
東
京
を
離
れ
京
都

へ
移
住
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
生
涯
の
伴
侶

と
な
る
黒
田
敏
子
と
巡
り
合
い
ま
す
。
二
人

は
、
京
都
市
の
錦
林
尋
常
小
学
校
の
同
僚

教
師
で
、
１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）
９
月

に
結
婚
。
画
伯
26
歳
、
敏
子
26
歳
。
結
婚

と
同
時
に
教
職
を
辞
し
画
業
に
専
念
し
た

画
伯
を
、
敏
子
夫
人
は
教
師
を
続
け
な
が

ら
精
神
面
・
経
済
面
で
支
え
続
け
ま
し
た
。

結
婚
し
て
２
年
後
、
１
９
２
６
年
（
大
正
15

年
）
画
伯
は
二
科
展
で
異
例
の
３
点
初
入

選
を
果
た
す
な
ど
、
こ
の
結
婚
を
契
機
に
洋

画
壇
へ
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
愛
妻
家
の
画
伯
が
妻
の

誕
生
日
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
ピ
ン
ク
を
配
し
、
や
わ
ら
か
な
印
象

を
受
け
ま
す
。
妻
へ
の
感
謝
と
や
さ
し
さ
が

感
じ
取
れ
る
作
品
で
す
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉
※

月
曜
休
館〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
料
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！ 

④

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
２
４・８
３
０
４
）

1955年頃(昭和30年頃)
（軽井沢 田崎美術館 所蔵）

「阿蘇山」

八女の名宝
八女のお宝が集結

「八女の名宝」図録を販売

◦開館時間＝ 9 時 30 分～ 16 時 30 分（入館
は 16 時まで）※月曜休館（祝日・振休の場
合はその翌日）◦観覧料＝一般 200 円／高
大生 150 円／満 65 歳以上・中学生以下無料

特別展

九州歴史資料館（小郡市三沢5208-3）にて
11月13㈰まで好評開催中！

　
歴
史
と
自
然
が
お
り
な
す
郷
・
特
別
展
『
八
女

の
名
宝
』
が
９
月
22
日
㈷
か
ら
九
州
歴
史
資
料
館

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
同
館
は
福
岡
県
の
文
化
財

保
護
行
政
の
拠
点
施
設
で
、
県
内
の
歴
史
文
化
遺

産
を
地
域
ご
と
に
紹
介
す
る
特
別
展
の
第
一
弾
と

し
て
開
催
。『
八
女
古
墳
群
』『
谷
川
寺
』『
五
條
家
』

『
伝
統
工
芸
』
の
四
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
り
１
１
２
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
21
日
㈬
の
内
覧
会

で
三
田
村
市
長
は
「
八
女
が
誇
り
と
す
る
貴
重
な

文
化
財
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、
歴

史
・
文
化
の
神
髄
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
毎
年
秋
分
の
日
に
五
條
家
御
旗
祭

に
お
い
て
の
み
公
開
さ
れ
る
五
條
家
の
五
条
家
文

書
や
金
烏
の
御
旗
、
秘
仏
と
し
て
年
２
回
の
み
公

開
さ
れ
る
谷
川
寺
の
薬
師
如

来
立
像
な
ど
、
地
元
で
も
な

か
な
か
目
に
す
る
機
会
が
少

な
い
名
宝
の
数
々
。
期
間
中
、

見
学
に
行
か
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

①仁王像（阿形）〈市指定文化財〉②薬師如来立像
（中央）〈県指定文化財〉 ③石馬（右）〈重要文化財〉、
武装石人頭部（左）〈県指定文化財〉 ④金烏の御旗〈重
要文化財〉⑤星野焼燈籠〈市指定文化財〉

特別展「八女の名宝」の図録
が 1冊 800 円で九州歴史資料
館にて販売されています。133
ページにわたり写真と詳しい解
説が掲載されています。

九州歴史資料館
☎0942・75・9575

五
條
家
御
旗
祭

　

五
條
家
御
旗
祭
（
五
條
家
宝
物

顕
彰
会
主
催
）
が
９
月
22
日
㈷
、

五
條
家
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は

南
北
朝
時
代
に
征
西
将
軍
懐
良
親

王
の
補
佐
役
と
し
て
九
州
に
下
向
し

た
五
條
頼
元
を
始
祖
と
す
る
五
條

家
（
黒
木
町
大
渕
）
に
代
々
伝
わ

る
宝
物
の
虫
干
し
を
兼
ね
て
年
に
１

回
一
般
公
開
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の

人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。
当
日

は
南
朝
方
を
支
え
た
菊
池
一
族
の
縁

で
、江
頭
実
菊
池
市
長
も
参
列
。「
歴

史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
本
物
は
人
の
感

動
を
呼
ぶ
」
と
６
８
０
年
も
の
間
宝

物
を
守
り
続
け
た
五
條
家
と
そ
れ

を
支
え
た
地
域
を
讃
え
ま
し
た
。
五

條
家
25
代
当
主
の
五
條
元
滋
さ
ん

は
「
宝
物
は
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
研
究
が
進
み
、
南
北
朝

の
歴
史
に
光
り
が
当
た
る
こ
と
を
希

望
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

①②

③

④⑤

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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